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日本刀鑑定用語：どうコミュニケーションしてきたか
福 田 博 同
抄録：『古事記』以来、名剣が記されるが、鑑定のための特殊用語は鎌倉時代から古文書も残さ
れている。現在でも、それらの特殊用語を用いて刀剣鑑定のために独特なコミュニケーションを
行っている。本稿はそれらの専門用語を、デジタル原典を主として分析し、『日本美術シソーラ
ス：工芸編』作成の基礎を論じたものである。
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１ はじめに
本稿は『日本美術シソーラス』１全文）の工芸編作成のため必要な刀剣鑑賞に関する知識を得るこ
とを目的とする。具体的には、言葉の成り立ちや意味するもの、あるいは流派の違いなど、典拠
付きデジタルデータとして共有することを目的とする。〔文化庁〕の【国指定文化財等データベー
ス】２全文）（以下、「文化財 DB」と略称）によると、日本工芸の国宝・重要文化財２，５６８件のうち、
刀剣は１９０件ほどある。作品解説文も一般大衆が理解できない特殊用語の羅列である。しかし、
一旦理解するとそれらの用語を含んだ解説文により、刀の流派、時代、刀匠の特定の刀が浮かび
上がる。それらの教育には「誌上鑑定」３全文）もあり、他の美術品解説と大きく異なる。鑑定の古
文書の変遷から記録された用語により、刀剣鑑定のコミュニケーションの成立が若干分かる。本
稿では芸術情報学的手法により、これらを論ずる。また、デジタル処理を容易にするため、必要
な区切り記号を以下のように使用する。《作品》、〔作者や団体〕、【事項、用語】、『典拠』、｛地域｝、
〈時代〉。デジタル典拠には、【e―國寶】４全文）、【国立国会図書館デジタルコレクション】（略称『国
会デジコレ』）５全文）など多数ある。『国会デジコレ』は著作権法の関係上、「書影公開」、「送信参加
館」限定公開、「国会図書館内」の３種サービスがある。「送信参加館」は、近所の図書館が参加
していれば閲覧が可能である。これら公開の場合「書影☆」、限定公開の場合、注番号の後に「書
影□」、「国会図書館内」は「書影△」と付した。脚注は、全文、書影、書誌の区別を記載し読者
の便を図った。また、典拠は２０１７年１月３１日に全件を再調査したので日付は記載しない。それ以
降、デジタル典拠が不明になる場合もあるので、その場合Webアーカイブである〔Internet Ar-
chive〕の【WayBach Machine】６全文）を利用されたい。
２ 刀剣鑑定の古文書
〔正倉院〕の『國家珍寶帳』（〈天平勝宝〉８歳（７５６））に【刀剣目録】も含まれる。〔宮内庁〕
の「正倉院宝物検索」（「正倉院検索」と略称する）で書影を見ることができる７書影☆）。そこには
《陽寶剣》、《陰寶剣》、《金銀荘唐大刀》、《金銀鈿荘唐大刀｜きんぎんでんそうからたち》、や《銀
荘高麗様大刀》、《横刀｜たち》、《黒作懸佩刀》など、一部形状を含めた目録が記載されている（【正
倉院検索】コマ１３―１８）。また、刀匠の祖神〔天目一箇命｜あめのまひとつのみこと〕の《天叢雲
剣｜あめのむらくものつるぎ》以来、名刀は文書にも残された（典拠：〈７１２年〉編纂の『古事
記』（国会デジコレ）８書影☆）コマ２６）。著名な話では、『増鏡』（後鳥羽上皇「新島守」の節）に「剣
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などを御覧じ知ることさへ、いかで習はせ給ひたるにか、道のものにもややたち勝りて、かしこ
くおはしませば、御前にてよきあしきなど定めさせ給ふ」とある（和田英松編『増鏡：校註』（『国
会デジコレ』９４３３０３、コマ２０）９書影☆） 全文は〔荒山慶一〕氏の『増補本系増鏡・全二十巻』１０全文）に
ある）。これらは断片的な記述で、【刀剣鑑定書】としての体裁を保つ現存最古のものは鎌倉時代
末正和五年（１３１６）起算の『銘尽』である（解説は後述）。〔石井昌国〕氏は『日本刀銘鑑』（こ
こでは『銘鑑』と略す）１１書誌）において、刀剣鑑定のため、以下の書籍を典拠に記載している（五
十音順）。ここでは現時点でデジタルアーカイブとして閲覧できる書籍を太字で表わし、時代順
に簡解する。
『愛剣』、『今村押形』、『永禄銘尽』、『往昔抄』、『大分郷土刀鍛冶銘鑑』、『大坂新刀年譜』、『刀
の研究』、『観智院銘尽』、『鑑刀随録』、『木屋流目利秘伝書』、『慶長銘鑑』、『元亀元年目利書』、
『光山押形』、『弘治銘尽』、『校正古刀銘鑑』、『校正古刀銘鑑追録』、『光徳刀絵図』、『古今鍛冶
備考』、『古今鍛冶名集録』、『古今鍛冶銘早見出』、『古今剣工銘尽』、『古今銘尽』、『古今類字銘
尽』、『古刀銘集録』、『古刀銘尽大全』、『古銘刀中心形』、『御物東博銘刀押形』、『薩摩の刀と鐔』、
主要刀剣展等図録、『春霞刀苑』、『正銘秘伝』、『新刀押象集』、『新刊秘伝書』、『新々刀大鑑』、
『新刀鍛冶綱領』、『新刀古刀大鑑』、『新刀弁疑』、『新刀銘集録』、『新刀銘尽後集』、『新刃銘尽』、
『新版日本刀講座』、『長享銘尽』、『築地刀剣会押形』、『土屋押形』、『鉄舟』、『刀苑』、『刀華会
講話』、『刀剣会誌』、『刀剣趣味』、『刀剣春秋』、『刀剣史料』（雑誌）、『刀剣と歴史』（雑誌）、『刀
剣美術』、『刀剣銘字典』、『刀剣銘大集』、『刀工総覧』、『日本刀講座』、『日本刀工辞典』、『日本
刀辞典』、『日本刀全集』、『日本刀大鑑』、『日本刀通観』、『日本刀の近代的研究』、『日本古刀史』、
『能阿弥銘尽』、『濃州刀銘鑑』、『長谷川忠右衛門家伝書』、『刃文と銘字』、『秘伝銘録聞書』、『本
阿弥代付鍛冶系図』、『本阿弥光瑳押形』、『本朝鍛冶考』、『埋忠押形集』、『銘尽秘伝書』、『目利
書国々国入』、『もくろく』、『山田浅右衛門刀剣押形』、『陸軍受命刀匠名簿』、『和朝古今鍛冶之
次第』、『蕨手刀』。
以下、太字の書籍や『銘鑑』にない書籍を含めデジタルアーカイブされている資料を年代順に
簡解する。
２．１ 鎌倉時代
 『銘尽』１２書影☆） 重要文化財。正和五年（１３１６）起算、応永三十年十二月（１４２４）の写本。刀
剣の茎（なかご、中心とも）の形状、銘、鑢目（やすりめ）を図示・鑑定上の注記、系図を
記載。表紙に『刀剣鑑定之書：京都東寺子院観智院取伝：応永三十年の古写』とあり、「本
書正和五年著作 観智院法印権僧正住宝所脱 津田葛根蔵」とある。「正和銘尽」、観智院所
伝故に「観智院銘尽」ともいう。１３１６年活躍以前の刀匠を古代から記述している。
２．２ 室町時代
 『長享銘尽』１３書影☆）〈長享三年〉（１４８９）起算。永享二年（１４３０）豊前国下毛郡山田多志田村永
住坊筆の『金剛峯楼一切喩伽祇経』の紙背に記され、〔安田文庫〕原本〔帝国図書館〕の臨
模本（昭和１５年（１９４０）１月、麹池三吉が書写）。刀身、茎、銘、鑢目、彫物を図示・注記、
系図を示す。『銘尽』よりは詳細。
 『往昔抄』１４書影□）〈永正十一年〉（１５１４）、美濃の〔齋藤利安〕（元粛公）の資料（茎を図示、銘
を書写）を子の〔齋藤利匡〕が抄録し、〔平直滋〕に書写を許可。同十六年（１５１９）書写本
を元和頃（１６１５―１６２３）転写したもの１５）。
 『光徳刀絵図集成』１６書影□）〔本阿弥光徳〕が文禄三年（１５９５）に作成し、〔毛利輝元〕に献上し
た『太閤御物刀絵図』が素。本史料は、後の〔埋忠寿斎〕本や文禄四年の「大友本」、慶長
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五年（１６００）の「転写本」を照合し、〔帝室図書館〕（現国立国会図書館）の『大阪御腰帳』
を加えた【刀絵図】である。
２．３ 江戸時代
 『本朝古今銘尽』１７書影☆）〈慶長元年〉（１５９６）起算。光悦流の嵯峨本１８）に近い版本であるが、出
版年は慶長頃か。
 『解紛記』１９書影☆）〈元和六年〉（１６２０）長谷川忠右衛門直次より奈良市右衛門宛の奥書のある写
本。慶長までの刀匠約１００工を国別、系統別に特徴を記す。
 『刀剣古伝書』（別名『長谷川忠右衛門家伝書』か）２０書影☆）〈元和六年〉（１６２０）。長谷川忠右衛
門尉藤原直次より奈良市右衛門宛記した巻物（写本）。古刀上作５９工６９点の押形集（刀身、
刃文、銘、鑢目、無銘の場合等は該当刀匠名）。
 『空中斎秘伝書』２１書影☆）〔本阿弥光悦〕の孫〔本阿弥光甫〕が〈承応二年〉（１６５３）奥書した秘
伝書。勢州で借用した安政四年（１８５８）の写本を〔羽皐隠史〕が１９１３年に活字化し『諸家秘
説鑑刀集成』として崇山房から発行したもの。本阿弥家に伝わる刀剣鑑定の秘伝を示した貴
重史料。
 『水心子正秀全集』２２書影☆）幕末の刀匠〔水心子正秀〕の著。内容：『刀剣弁疑』〈文化十三年〉
（１８１６）、『刀劍實用論』〈文化九年〉（１８１２）序、『劍工秘傳志』〈文政四年〉（１８２１）口伝。『鍛
錬玉函』（発行年不明）。川口陟氏が〈大正〉に活字化したもの。特に『劍工秘傳志』は鉄、
焼刃等の製法秘伝が記されている。
 『古今鍛冶備考見出』２３書影□）『古今鍛冶備考』は現在デジタルアーカイブになく、その【袖珍
本】で文政年間（１８１８―３０）の版本が利用できる。国会デジコレ本は天保六年（１８３６）に増
補した版。
 『雲智明集』（別名：『掌中古刀銘鑑』『鑑定秘事録』）２４書誌）弘化二年（１８４６）刊。〔佐藤幸彦〕
氏「掌中古刀銘鑑（雲智明集）の正体」２５書誌）p．１９６によると、〔本阿弥長根〕の『校正古刀銘
鑑』を流用し、図解や肌、沸匂、彫物を補い鑑定会の虎の巻にしたもの。
	 『土屋押形』２６書影☆）幕臣〔土屋温直〕が嘉永元年（１８４８）迄集めた茎や切先の押形集、９４５工を
収集。

 『本朝鍛冶考』２７書影☆）１８巻（１―６分冊）。〔鎌田魚妙〕が嘉永四年（１８５１）に撰した鍛冶名工。
４分冊目（午・未編）以降に押形がある。
２．４ 近現代
 『刀剣鑑定秘訣．古刀編』２８書影☆）〔本阿弥弥三郎〕が明治３８年（１９０５）に鑑定の心得、鑑定用
語、流派等を解説した書。
 『刀剣と歴史』（雑誌２９書影□）羽澤文庫、１号（明治４３（１９１０））−
 『鉄と鋼：製造法及性質』３０書影☆）〔俵国一〕氏の著。図解タタラ製銑法コマ６７、押法コマ８３。
 『光山押形』３１書影☆）〔本阿弥光山〕が収集した２，７２７本の古刀の茎（中心）の押形（筆写）。１９１７
年刊行。
 『新刀鍛冶綱領．上』３２書影□）〔神津伯〕氏の著、１９２１年刊行。刀剣の偽作、鍛錬法、慶長以降
新刀の作風、著名刀工等を解説した書。
 『刀工総覧』３３書影☆〔本阿弥光遜〕、〔室津鯨太郎〕が編集し１９２５年刊行。『校正古今鍛冶銘早見
出』、『古今鍛冶備考見出』を底本として、『刀剣研究』等の銘鑑を参考に、約３００工を「いろ
は順」に記載。例えば〔信國〕（廿五人） 〇山城了戒久信子二字建武二相州貞宗門又来光重
男彌五郎と稱し京信濃小路、五条坊門に住すともいふ 〇同二代二字應永元同廿三定國同人
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一本平安城ゝゝとも打つと云（後略）」のように記す。
 『刀剣鑑定講話』３４書影☆〔本阿弥光遜〕が１９２５年に刊行。内容：日本刀の沿革、総説、鑑定心得、
五箇伝、新刀特伝及同刀工一覧竝古刀、新刀、新々刀の區別、各刀工の掟と特徴。
 『今村押形』３５書影□）「正宗抹殺論」で著名な〔今村長賀〕の押形集。１９２６年刊行。第一巻１３０工。
第二巻１３５工、第三巻８０工。例えば第二巻コマ２８に「銘：「源左衛門丞信國」彫：素剣に蓮
台、裏銘：「永享三年六月日」彫：素剣に蓮台の押形には、□□造り上个ハ壱尺九寸□ 乱
刃 □表先より七寸斗□□□□□ 地ニ疵あり□他地ニ程キ□あり 小肉心」のような崩し
字の書き込みがある。
 『刀剣銘字典』３６書影□）〔川口陟〕氏等編集の銘鑑、１９２８年刊行。刀工の「いろは順」銘鑑。
 『刀剣図考、武器考証』第１巻３７書影☆）〔栗原信充〕、〔伊勢貞丈〕両氏の図解刀剣鑑定書。１９３１
年刊行。【Google Books】で公開。【Gmail】に登録し、Google Booksで無料購読し「マイ
ライブラリー」に登録する。
 『刃文と銘字：新刀集』３８書影☆）１９３３年、〔藤城義雄〕氏の新刀に関する全国の代表刀工２１９工の
押形と説明。
 『日本刀の近代的研究』（ここでは『小泉１９３３』と略す）３９書影☆） 〔小泉久雄〕氏の著した刀剣
の制作過程をも含めた解説、１９３３年刊行。尚、Google Booksでは逆順に撮影され、頁送り
は逆。
 『刀剣銘大集』４０書影□）〔清水澄〕氏の撰した刀剣銘鑑、１９３４年刊行。
	 『新刀押象集』４１書影□）〔加島勲〕氏、〔内田疎天〕氏の著。１９３５年刊行。本物のみの押形。新刀
の〔埋忠明寿〕以下、２８７工、補遺１３工。

 『日本刀通観』４２書影□）〔内田疎天〕氏の著した刀剣鑑定書、１９３５年刊行。内容：日本刀史の十
四断面、刀工と其系図及受領考、剣工故地略解、日本刀其物に就て、大和鍛冶考、山城鍛冶
考、等々。
 『鑑刀随録』４３書影□）〔小泉久雄〕氏著１９３７年刊行。内容：「玉鋼の特質」、「作刀法」、「刀剣漫
語」、「押形」。
 『日本刀工辞典』古刀篇４４書影☆）、新刀篇４５書影☆）〔藤代義雄〕氏の著した刀工辞典、１９３８年刊行。
 『日本刀大鑑』４６書影☆）〔本阿弥光遜〕氏の日本刀鑑定用語、流派の解説（ここでは『大鑑』と
略す）。
 『御物東博銘刀押形』４７書影□）〔佐藤貫一〕氏、〔沼田鎌次〕氏の編集、１９５８年刊行。２１８工を収
集。内容：刀剣種類、評価、銘、裏銘、法量、形状（造り、鍛、刃文、帽子、彫物）の説明
有、切先、刃文、茎の押形有。
 『刀剣史料』（雑誌４８書影□）南人社、１９５９―１９６４。
 『日本古刀史』４９書影□）〔本間順治〕氏の刀剣研究書、１９６３年刊行。上代から室町時代までの刀
剣流派と主な刀匠の鑑定。
 『刀華会講話』５０書影□）〔本間順治〕氏の古刀編名作流派の解説、１９６４―６５年刊行。第一集：山城
国古刀編。内容：「山城国来派」、「山城国信国派」、「山城国長谷部派」、「山城国粟田口派」。
第二集：相模国古刀編。第三集：大和国古刀編。第四集：備前国古刀編。各流派の押形、銘
を例示し特徴を記す。
 『新々刀大鑑』５１書影□） 〔飯村嘉章〕氏の著、１９６６年刊行。
 『新版日本刀講座』雄山閣５２書影□）１９６６―７０年。全１０巻（第１巻、概説編、第２巻、古刀鑑定編、
上、第３巻、古刀鑑定編、中、第４巻、古刀鑑定編、下、第５巻、新刀鑑定編、第６巻、新々
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刀鑑定編、第７巻、小道具鑑定編、上、第８巻、小道具鑑定編、下、第９巻、外装編、第１０
巻、研究総括編）。
デジタル書影の良さの第一は老眼でも拡大可能で、拡大本より見やすいことである。そして圧
倒的な検索の便である。デジタルアーカイブは公開が促進される。これら以外に刀剣基本書とし
て、『能阿弥銘尽』５３書誌）や『木屋流目利秘伝書』、『元亀元年目利書』５４書誌）などは現時点ではデジタ
ル化されていないが、前述のデジタル資料を活用して、典拠付き刀剣鑑賞用語の変遷を模索する。
３ 刀剣流派と當同然
慶長（１５９６―１６１４）を境とした古刀・新刀区分は〔神田白龍子〕が享保六年（１７２１）に序した
『新刃銘鑑』５５書誌）から始まる。定説を記した常石英明編『日本刀研究と鑑定』古刀編（以下『常
石古刀編』と略す）５６書誌）、新刀篇（以下『常石新刀編』と略す）５７書誌）があるが、本稿では紙面の都
合上、古刀編の流派と主な刀匠を示す。また、子や兄弟、弟子が師匠作を【摸作】して相伝する。
場合によっては【代作】するので、すでに１８４６年の『雲智明集』２４書誌）では鑑定会用に「當同然」
として同流の鑑定に役立てている５８）。これは流派区分に役立ち『小泉１９３３』３９書影☆でも p．６７―７０（コ
マ６７９―６７８）にあり、以下に現代語訳にして記す。
 「當」：銘が的中、「當同然」：親子、兄弟、師弟に入札した時、 「国入能候」：同国
内の縁のない鍛冶に入札した時、「通能候」：街道の縁のない鍛冶に入札した時、「時
代違」：新刀、古刀の時代を誤って入札した時、「イヤ」：上記の全部違う時、「イヤ
縁アリ」：国違えだが流派系統の関係がある、	「イヤ筋能候」：違っているが師筋は関連
がある、
「互ニイヤ」：例：「粟田口物と京物」
これら「當」、「當同然」、「イヤ縁アリ」は流派区分に当たる。
３．１ 直刀期
『常石古刀編』p．４によると直刀時代は神代から平安時代前期までで、流派が明らかになるの
は平安時代中期を待つ。
 神代・上古代時代は「大和鍛冶部時代｜刀剣舶来時代｜刀匠渡来時代｜大和、韓部鍛冶同居
時代」である。代表的刀匠や刀剣は以下のとおり。
（ア）《十握劔｜とつかのつるぎ》（『日本書紀』神代上巻：国会デジコレ）５９書影☆）
（イ）《天叢雲劔｜あめのむらくものつるぎ》＝《草薙の剣｜くさなぎのつるぎ》（『日本書紀』
神代上巻：国会デジコレ）６０書影☆）
（ウ）《韓鋤劔｜おろちからさびのつるぎ》黒坂勝美編『訓読日本書紀．上巻』岩波書店、
１９４３、コマ３８国会デジコレ）６１書影☆）。この一説だと、この十握劔は韓国製
（エ）〔天目一箇神｜あめのまひとつのかみ〕（『日本書紀』神代下巻）６２書影☆）
（オ）〔太刀佩部｜たちはきべ〕と大和鍛冶部（やまとのかぬちべ）の〔河上〕（黒坂勝美編『訓
読日本書紀．中巻』コマ３８国会デジコレ）６３書影☆）
（カ）《句礼の真鋤》（『訓読日本書紀．下巻』国会デジコレ）６４書影☆）
 奈良時代：〔天国｜あまくに〕『銘尽』（１３１６年）（国会デジコレ：コマ１４）１２書影☆）には「帝尺
之劔、村雲御劔作」、「大宝年中三年（７０３）歟」とある。『長享銘尽』（１４８９）（国会デジコレ
２５３９３４４コマ１０）１３書影☆）には「大和國宇多郡の者、大宝年中ヨリ平家重代《小烏》」とある（旧
〔伊勢貞丈〕家蔵《小烏丸》（松平定信編『集古十種：兵器・刀劔．兵器 刀劔一』国会デ
ジコレ）６５書影☆））の作者と記されるが妥当ではない６６書誌）。
 平安時代中期まで：〈大同頃〉（８０６―０９）には｛伯耆国｝〔安綱〕（確実な在銘刀の始まり。『銘
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尽』（１３１６年）国会デジコレ：コマ１５）１２書影☆））がおり、〔真守〕〔守綱〕へ続く。〈永延頃〉（９８７
―８８）には｛山城國三條｝〔宗近〕や、｛奥州｝の〔舞草鍛冶〕がいる。
３．２ 古刀期
弯刀（わんとう、湾刀とも書く）の始まり。｛山城｝、｛大和｝、｛備前｝、｛相州｝、｛美濃｝と隆
起した五地域の作風を【五箇伝】という。【五箇伝】の用語は、弘化二年（１８４６）の『雲智明集』
には出現せず、大正十四年（１９２５）、本阿弥光遜の『刀剣鑑定講話』３４書影☆）時代には定着している。
ここでは紙面の都合上、【五箇伝】並びに、『雲智明集』に示された「當同前」とされる流派を記
す。また、流派系譜は〔本阿弥光遜〕の『日本刀大鑑』４６書影☆）（略称『大鑑』）に詳しいので、そ
の系譜に従った。
３．２．１ 菊御作
〔後鳥羽上皇〕の【番鍛冶】（『銘尽』１２書影☆）。番鍛冶１２ケ月、２４名、隠岐番鍛冶６名が知られる。
３．２．２ 山城伝の流派
系譜の流れは諸説あるが、その一つを記載した。記号は次の通りに示した。親子師弟は「─」、
同名次代は「ゝ」、複数の子弟は「｜」、流派の師筋は小文字。
 〔三条派〕（〔三条宗近〕─〔吉家〕｜〔近村〕｜〔有国〕─〔五条兼永〕─ゝ─〔五条国永〕）
 〔綾小路派〕（〔綾小路定利〕『長享銘尽』コマ１９、〔定吉〕、〔定則〕）
 〔粟田口派〕（｛大和国｝具足師〔国頼〕─〔国家〕─〔国友〕｜〔久国〕｜〔国安〕｜〔国清〕
｜〔有国〕｜〔国綱〕。国友─〔則国〕─〔国吉〕｜〔国光〕─〔吉光〕（『銘尽』コマ１８、２５、『長
享銘尽』コマ１８）
 〔来派〕（国吉（粟田口也）─〔国行〕─〔国俊〕─（〔来国俊〕）─〔国光〕｜〔国次〕（『銘尽』コマ２６、３１．
『長享銘尽』コマ２０）
 〔了戒派〕（来国俊─〔了戒〕─〔了久信〕（『銘尽』コマ２３）『長享銘尽』コマ１９）
 〔信国派〕（了戒（─了久信または─了国久）｜〔貞宗〕─〔初代信国〕─〔二代信国〕『長享
銘尽』コマ１９─〔応永信国〕─〔豊前信国〕）：来国俊─了戒─了国久─信国の系譜だが、鎌倉
貞宗にも学ぶとある。
 〔長谷部派〕（了戒｜正宗─〔長谷部国重〕『長享銘尽』コマ２０─〔国信〕）
	 〔平安城派〕（舞草派─〔平安城光長〕、〔長吉〕）

 〔達磨派〕（〔重光〕、〔正光〕）
 〔三條吉則系〕
３．２．３ 大和伝
 〔千手院派〕（〔行信〕、〔重弘〕『長享銘尽』コマ２１、〔力王〕『長享銘尽』コマ２２）
 〔当麻派〕（〔国行〕、〔友清〕）
 〔手派〕（〔包永〕、〔包清〕）
 〔尻懸派〕（〔則長〕）
 〔保昌派〕（〔貞宗〕、〔貞吉〕）
 〔金房派〕（〔正重〕、〔正次〕）
３．２．４ 他の近畿地方
 ｛摂津国｝：来国俊─〔中島来派〕（〔来国長〕）、 ｛河内国｝：三条宗近─〔三条有成派〕、
｛和泉国｝：〔加賀四郎派〕、｛伊賀国｝：〔宗近派〕、〔国綱派〕、｛伊勢国｝：〔村
正派〕、〔雲林派〕、｛紀伊国｝：〔入鹿派〕、〔簣戸派〕、｛近江国｝：相州貞宗─〔高木
貞宗〕─〔甘呂俊長〕、〔中堂来派〕
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３．２．５ 美濃伝｛岐阜県｝
 〔志津派〕：相州正宗─〔志津三郎兼氏〕〔金重派〕〔善定派〕〔寿命派〕〔赤坂千
手院派〕｛関｝〔兼定派〕｛関｝〔兼元（孫六）派〕	｛関｝〔兼房派〕
｛関｝〔氏房派〕
｛関｝〔兼道派〕
 ｛関｝〔大道派〕｛関｝〔兼常派〕｛関｝〔蜂屋派〕
３．２．６ 他の｛中部地方｝
 ｛尾張国｝〔国次〕、〔梅茂〕等｜｛三河国｝〔薬王寺派〕、〔国宗派〕、〔助宗派〕｜｛遠江
国｝〔友安派〕、〔高天原派〕｜｛駿河国｝〔義助〕、〔助宗〕、〔広助〕
３．２．７〔相州伝〕
 〔粟田口国綱〕
 〔新藤五国光派〕、〔新藤五国広〕、〔大進房祐慶〕、〔藤三郎行光〕
 〔藤源次助真派〕、〔助常〕、〔国広〕
 〔備前三郎国宗〕
 新藤五国光─〔正宗〕
 〔正宗十哲〕諸説ある。〔貞宗〕〔広光〕〔越中国則重〕〔江義弘〕〔長谷部国重〕〔左安吉〕〔長
義〕〔兼光〕〔来国次〕
 正宗─〔貞宗〕─〔広光〕、〔秋広〕〔綱広〕、〔広正〕等
３．２．８ 他の｛関東地方｝
｛武蔵国｝〔下原鍛冶〕
３．２．９｛東北地方｝
 ｛陸奥国｝〔宝寿派〕、｛出羽国｝〔月山派〕
３．２．１０｛北陸地方｝
 ｛若狭国｝〔冬広〕、｛越前国｝来派─〔千代鶴派〕、〔浅古派〕、｛加賀国｝〔藤島派〕、〔橋
詰派〕｛越中国｝相州正宗─〔郷義広〕、〔為継〕、相州正宗─〔則重派〕、〔宇多派〕｛越後
国｝信国源五郎─〔山村派〕、〔桃川派〕
３．２．１１｛山陰地方｝
 ｛丹波国｝〔粟田口派〕、〔来国定〕、〔畠国俊〕｛但馬国｝〔法成寺国光派〕｛因幡国｝〔景
長派〕
 ｛伯耆国｝〔安綱派〕、〔大原真守〕、〔真景〕、〔元重〕、〔広賀派〕｛出雲国｝〔吉井派〕、〔道
永派〕、〔忠貞派〕｛岩見国｝〔直綱派〕、〔貞綱〕
３．２．１２〔備前伝〕
 〔古備前派〕：〔友成派〕、〔正恒派〕、〔古備前恒次〕、〔古備前包平〕、〔末古備前〕
 〔福岡一文字派〕：〔則宗派〕、〔宗吉派〕、〔助行派〕、〔助房派〕、〔信房派〕、
 〔吉岡一文字派〕：〔助吉〕、〔助光〕、〔助重〕
 〔正中一文字派〕：〔正中一文字吉氏〕、〔吉守〕、〔吉利〕
 〔長船派〕：〔光忠〕、〔景秀〕、〔長光〕、〔景光〕、〔近景〕
 〔相伝備前派〕：相州正宗─〔兼光〕、〔義光〕、〔倫光〕、〔政光〕
 〔長義派〕：相州正宗─〔長義〕、〔長綱〕、〔長守〕
	 〔元重派〕：〔元重〕、〔元真〕、〔元久〕

 〔鵜飼派〕：〔雲生〕、〔雲次〕、〔雲重〕
 〔畠田派〕：〔守家〕、〔守重〕、〔守長〕、〔家助〕
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 〔大宮派〕：〔国盛〕、〔盛重〕、〔盛景〕、〔師景〕
 〔吉井派〕：〔吉則〕、〔清則〕、〔永則〕、〔景則〕
 〔応永備前派〕：〔盛光〕、〔康光〕、〔師光〕、〔祐光〕
 〔備前派〕：〔祐定〕、〔勝光〕、〔忠光〕、〔宗光〕、〔則光〕、〔法光〕、〔春光〕、〔治光〕
３．２．１３｛備中｝
 〔古青江派〕：〔守次〕、〔貞次〕、〔恒次〕、〔康次〕、〔中青江派〕：〔貞次〕、〔次吉〕、〔次
直〕、〔次久〕
 〔末青江派〕：〔長次〕、〔助次〕、〔宗次〕	〔片山一文字派〕：〔則房〕、〔則常〕
〔古水
田派〕：〔国重〕
３．２．１４｛備後｝
 〔三原派〕：〔正家〕、〔正広〕、〔中三原派〕、〔末三原派〕〔法華一乗派〕：〔辰房重光〕
３．２．１５｛周防｝｛長門｝
 ｛周防｝〔二王派〕：〔二王清綱〕〔長門左文字派〕：〔左文字安吉〕、〔顕国〕
３．２．１６｛四国地方｝
 ｛阿波国｝〔海部派〕｛土佐国｝〔土佐吉光派〕｛伊予国｝〔国吉派〕
３．２．１７｛九州地方｝
 ｛筑前国｝〔左文字派〕：〔左文字良西〕、〔入西〕、〔西蓮〕、〔実阿〕、〔吉貞〕、相州正宗─〔安
吉〕
 ｛筑前国｝〔金剛兵衛派〕：〔金剛兵衛盛高〕
 ｛筑後国｝〔三池派〕：〔三池元真〕｜〔大石左〕
	 ｛豊前国｝〔神息〕、〔長円〕｜〔信国派〕：〔信国吉定〕

 ｛豊後国｝〔定秀〕、〔行平〕、〔正恒〕｜〔豊後了戒派〕：〔了戒能定〕｜〔高田派〕、〔友行派〕
｜〔長盛派〕、〔行忠派〕、〔豊後来派〕：〔豊後国宗〕
 ｛肥前国｝〔平戸左派〕：〔平戸左盛広〕、〔大村光世〕
 ｛肥後国｝〔延寿派〕：〔古延寿〕、〔末延寿〕｜〔同田貫派〕
 ｛日向国｝〔実吉派〕：〔実吉〕、〔実昌〕
 ｛薩摩国｝〔波平派〕：〔古波平〕、〔末波平〕
４ 鑑定用語の変遷
ここでは主として１３１６年起算の『銘尽』１２書影☆）、１５９６年起算の『本朝古今銘尽』（略称『本朝銘
尽』）１６書影☆）、１６５３年奥書の〔本阿弥光甫〕『空中斎秘伝書』書影☆）、１８１２年発行の〔水心子正秀〕『劍
工秘傳志』２２書影☆）、１８４６年発行の〔尾関永富〕撰『掌中古刀銘鑒』（略称：『雲智明集』）２４書誌）、１９０５
年発行の〔本阿弥弥三郎〕著『刀剣鑑定秘訣．古刀編』（略称『弥三郎鑑定』）２８書影☆）を比較する。
用語の図解は１９３３年発行の『小泉１９３３』３９書影☆）のコマ数を示したので参照されたい。また、１９４２年
発行の『大鑑』４６書影☆）、１９９８年発行の〔小笠原信夫〕著『日本刀の鑑定基礎知識』等で補う。
４．１ 刀剣の種類（図解は『小泉１９３３』３９書影☆p．１０―４）
 【剣】、劔：両刃（例：《十握劔》、《村雲劔》（「銘尽」コマ１４）、《草薙剣》、韓鋤劔、【真鋤
｜まさび】、【飾剣｜かざりだち】（【古事類苑画像検索システム】６７書影☆））、『小泉１９３３』p．８）
 【大刀】：二尺（６０cm）以上片刃（唐大刀、唐様大刀、高麗大刀、高麗様大刀（『小泉１９３３』
コマ７４０）、黒造横刀（くろづくりたち）（『小泉１９３３』コマ７４１）、太刀（毛抜形太刀、衛府の
太刀、小太刀）
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 【刀】：二尺（６０cm）以上の片刃（打刀、腰刀、佩刀、片薙）
 【脇指】（脇差｜わきざし）（一尺～二尺３０―６０cm）、大脇差、小脇差、）
 【小太刀】（一尺～二尺３０―６０cm）：【太刀銘】に切ったもの。
 【短刀】（杖刀（『小泉１９３３』p．５コマ７４３））
 【刀子】（とうす）（『小泉１９３３』p．９コマ７３９））
 【鉾】（『小泉１９３３』p．５）
 【長刀】：（薙刀｜なぎなた）
４．２ 刀身の部位名（以下、図解『小泉１９３３』３９書影☆p．１６―１７）
	 【鋒】（きっさき）：刀身の尖った先端

 【ふくら】：切先の曲線
 帽子（【鋩子】、冒）：切先の部分の焼刃
 【横手】：切先と地刃の境界をなす線
 【小鎬】（こしのぎ）：鎬地の切先に接する部分
 【三つ角】：横手、小鎬、鎬の三つの線の交差点
 【鎬地】（磨地）：鎬筋と棟との間の平坦な部分
 【地】：鎬筋と刃との間の焼の入らない部分
 【鎬】：地と鎬地との境界線
 【刃】（焼刃）：斬るため焼を入れて固くした部分
 【 元】（はばきもと）：刀身の に近い部分
 【焼出し】：刃文の起点において次第に細く直刃風になれる部分
 【中心】（茎、なかご、こみ）：刀身の下端にして柄の中に入る部分
 【刃区】（はまち）：中心と刃との境目
 【棟区】（むねまち）：棟と刃との境目
 【目釘穴】：目釘を挿すために中心に穿った穴
 【中心鑢】（なかごやすり）：中心を仕上げるためにできた、鑢目
 【中心先】（中心尻）：中心の下端
 【重ね】：刀身の厚み
 【菴】（いおり）：棟の山形
 【腰】：刀身の （はばき）に近い部分
 【物打】：切先より凡そ、三寸（９cm）のところ。ここで物を打ち、斬る。
 【銘】：中心の表面に彫りある刀工の官名、姓名等
 【裏銘】：中心の裏面に彫ある年月日等
 【所持銘】：中心に所持者の名を「刀主何某」、「何某所持」の如く彫りたるもの
 【長銘】：中心に例えば〔信國源式部丞〕の如く受領名のごときものを添記したもの
 【額銘】：天正、慶長頃、刀の使用上の関係から【中心】下からを短縮。銘を残して埋め込
む。【折返銘】もある。
 【極銘】：鑑定家系〔本阿弥〕家が【無銘】を鑑定した銘。
４．３【地金】（地鉄｜じがね）（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．１８―２０）
	 【銑】（ずく）：応永頃（１３９４―１４２７）まで、刀工が砂鉄から脱炭精錬し作る、刀工説がある
（『劍工秘傳志』コマ８８、『小泉１９３３』コマ７３７））。しかし、山陰地方では古代から鑪（たた
ら）製鉄（『小泉１９３３』コマ７３６））。
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 【玉鋼】（鋼｜たまはがね）：砂鉄から製鉄業者が作る。鑪（たたら）製鉄法で作成。
 【出羽鋼】（いづははがね）：鑪製鉄で出来た鋼塊を溜池に入れ急冷
 【千草鋼】（ちぐさはがね）：鑪製鉄で出来た鋼塊を自然冷却（以上、水心子正秀『劍工秘傳
志』２２書影☆）コマ８６―９７、図解『小泉１９３３』p．１１））
 【南蛮鉄】：異国から輸入した鉄。元禄六年（１６９３）没〔信国吉包〕の「以南蛮鉄造之」の
刀がある。〔水心子正秀〕が南蛮鉄、露西亜鉄、阿蘭陀鉄の解説あり（水心子正秀『劍工秘
傳志』２２書影☆））。
 【包丁鉄】（図解『鉄と鋼』コマ８９、および、図解『小泉１９３３』コマ７２５、７２４）
 【焼刃土】：刃文作成用に塗る『小泉１９３３』p．２２
 【木炭末】：水分吸収に効果があるか、【地沸】に白い顆粒状のものができる原因か、不明。
	 【砥石末】（焼刃土）：亀裂を防ぐため使う

 【心金】（心鉄｜しんがね）：粘り気ある炭素分の少ない地金。これを固い【皮金】で包む。
（以下図解『小泉１９３３』p．１８―２２））
 【皮金】：【心金】を包む固い地金。【マクリ】、【甲伏】等の造刀法では【刃金】になる。
 【刃金】：刃に使用する最も固い地金。
 【棟金】（むねがね）：棟に使用する地金。
４．４【鍛】 刀身を鍛える方法と出来た地肌（以下、図解『小泉１９３３』３９書影☆p．２０―２２）
 【四方鍛】（四法詰）
 【本三枚鍛】（真の鍛）
 【マクリ】（甲伏）：皮金が心金を U字状に巻き鍛える。
 【無垢鍛】（丸鍛）
 【匂】（におい）（以下、図解『小泉１９３３』３８書影☆コマ７２１）鉄の光る粒（Martensite）が霞のごと
く見える。
 【沸】（にえ）：マルテンサイトが肉眼で見える（星々の如し）。刃以外、地にもある場合【地
沸】という。
 【板目肌】（以下、図解『小泉１９３３』３９書影☆p．１８―２０）：板目の肌
 【柾目肌】（まさめはだ）：柾目（縦筋文様）の肌
	 【無地肌】

 【綾杉肌】：杉の杢目が交互に現れる、〔三品宗次〕は刀身の表裏が同模様。
 【梨子肌】：梨の実を切ったような【小板目】【小木目】の刀身肌
４．５【造込】恰好（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．３０―３１）
 【鎬造】（本造）：刀剣の基準作。刀身を表裏にして中側に厚み（頂点を鎬という）がある造り
 【平造】：【鎬】のない平らな刀身
 【菖蒲造】：菖蒲の茎のような刀身
 【鵜首造】（冠落し）
 【切刃造】（片切刃）
 【諸刃造】（両刃造）
 【おそらく造】
 【華表反】（とりいぞり｜京反、陰ノ造）：反りの頂点が中央近く。
	 【腰反】（こしぞり｜陽ノ造、備前反）：反りの頂点が 元近く。

 【フンバリが強い】：刀身の 元に近い部分が身幅、厚み、ともにあり、しっかりしている。
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４．６【鋒】（切先）（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．３２―３３）
大鋒、中鋒、小鋒に分かれ、【フクラ】の曲線で丸みあるのが「フクラつく」、少ないのが「フ
クラかれる」、直線に近いのが【 切先】（かますきっさき）という。
４．７【棟】（むね）（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．３３）
【真の棟】（三つ棟）、【行の棟】（菴棟）、【草の棟】（丸棟）に分けられる。
４．８【樋】（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．３３―３４）
樋（俗に血流し）：重量減と調子の調整のため彫る溝。祈願のため倶利迦羅、梵字同様、爪を
加える場合もある。
【棒樋】【二筋樋】【腰樋】【護摩箸】【長刀樋】【真ノ長刀樋】等がある。
４．９【刃文】（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．３５―３８）
刃に映る文様を言う。刃以外にも映る。『大鑑』４６書影☆）では種類も大幅に増えている。
 【直刃】（すぐは）：凸凹ない直線状の刃文（『小泉１９３３』コマ７１２）。
【細直刃匂本位】【細直刃沸本位】【細直刃匂本位】（以上図解『大鑑』コマ３５）。【中直刃沸
本位】【広直刃匂本位】【広直刃沸本位】、【小湾匂本位】【小湾沸本位】、【大湾匂本位】【大湾
沸本位】【小五の目匂本位】（以上図解『大鑑』コマ３６）。【小五の目沸本位】【大五の目匂本
位】【大五の目沸本位】【肩落五の目匂本位】【五の目丁字匂本位】（以上図解『大鑑』コマ３７）。
【小丁字乱匂本位】【小丁字乱沸本位】【大丁字乱匂本位】【逆丁字乱匂本位】【直刃丁字乱匂
本位】【乱匂本位】（以上図解『大鑑』コマ３８）。【展開きたる乱匂本位】【小乱匂本位】【小乱
沸本位】【大乱匂本位】【大乱沸本位】【逆乱匂本位】（以上図解『大鑑』コマ３９）。【逆乱沸本
位】【馬の歯乱沸崩】【皆焼】【五の目尖り匂本位】【箱乱匂本位】【鋸乱匂本位】【矢筈乱匂本
位】【五の目乱匂本位】（以上図解『大鑑』コマ４０）。【五の目乱沸本位】【濤瀾沸本位】【湾乱
匂本位】【湾乱沸本位】【簾乱】【富士乱】【菊水乱】【吉野乱】（以上図解『大鑑』コマ４１）。【竜
田乱】（図解『大鑑』コマ４２）。
 【湾刃】（弯刃｜のたれは）：曲線のある刃（『小泉１９３３』p．３５）
 【丁字刃】：備前物に多い、【丁字の花】形の刃文。【重華丁字】、【逆丁字】、【大房丁字】な
どがある。（以下『小泉１９３３』p．３５―３６）
 【五ノ目】（互の目｜ごのめ、ぐのめ）：互い違い曲線。【大五ノ目】、【小五ノ目】、不規則な
【五ノ目乱】、丁字と組み合わせた【五ノ目丁字】、細かい【数珠刃】などがある。
 【乱刃】：乱れの曲線が不規則なものの総称。【大乱レ】、【小乱レ】、乱れながら湾れは【湾
乱レ】、矢筈様は【矢筈乱レ】などがある。
 【三本杉】〔関孫六〕が考案し〔関派〕が主として使用。杉の大小三本組が反復する。
 【涛瀾乱】（とうらんみだれ）〔津田助廣〕が考案した大波が寄せるような刃文。
	 【足】：【刃文】とは別に縦長の文様。『銘尽』には「足深く入る」の表現がある。

 【葉】（よう）：刃の縁から離れ刃の中にあるもの。【沸】が【地】についたものを【地沸】
 【金筋】：【葉】の一種で、【沸】がつながって一本の線のように光るもの
 【稲妻】：【葉】の一種で、【沸】がつながって太く長く光るもの
 【砂流し】（すながし）：既に『銘尽』には表現があるが、『刀剣鑑定秘訣』巻１コマ１９には
「刃の内外に砂を箒にて掃きたるが如く、沸たるものを云ふ。此の種のものは相州伝に多し」
とある。
 【地映り】：【地】に刃文の影が薄白く映るようなもの。〔古備前〕に多い。（『小泉１９３３』３９書影☆
p．３９―４０）
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 【白気】：〔来派〕や〔関派〕にある、【地映り】と似たぼーっとした白い部分。（『小泉１９３３』コマ
７０８）
 【湯走り】（以下、解説文『小泉１９３３』p．４０、図解『大鑑』４６コマ３１））
 【飛焼】：地の中の離れ島のごとき焼
 【二重刃】：刃に平行した筋、
 【打ノケ】：刃に平行しところどころほつれている部分
 【地景】（ちけい）：地に沸や匂が凝集して現れている
 【地斑】（じふ）：地に板目杢目が細かく詰まっている部分
	 【肌割】（『大鑑』４６コマ３１）

 【匂足】（『大鑑』コマ３１）
 【匂崩れ】（『大鑑』コマ３１）
４．１０【鋩子】（解説文『小泉１９３３』３９書影☆p．３７―３８）
鋩子の図は『大鑑』４６書影☆）コマ４１―４２を参照されたい。
 【小丸】（【小丸匂本位】【小丸沸本位】【小丸下り匂本位】【小丸下り沸本位】
 【大丸】（【大丸匂本位】【大丸沸本位】）
 【焼詰】（【焼詰匂本位】【焼詰沸本位】）
 【横手上刃細し】
 【一文字返り】（以上『大鑑』コマ４１）
 【乱に乱込】（【乱に乱込匂本位】、【乱に乱込沸本位】）
 【地蔵】（【地蔵匂本位】、【地蔵沸本位】）
 【一枚】（【一枚匂本位】、【一枚沸本位】）
 【乱込小丸風に返る】（【乱込小丸風に返る匂本位】【乱込小丸風に返る沸本位】）
 その他：【沸崩】、【火焔】、【掃掛】、【丁字乱に乱込】、【返り寄る】、【返り深】、【返り堅く止
まる】（以上『大鑑』コマ４２）
４．１１【中心】（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．３８）
 【生中心】（うぶなかご）：制作時のままの茎
 【磨上】（すりあげ）：（図解『大鑑』４６書影☆コマ２５）
 【雉子股】（きじもも）（図解『大鑑』コマ２４）
 【振袖】（図解『大鑑』コマ２４）
 【尻張】（図解『大鑑』コマ２４）
 【タナゴ腹】
 【栗尻】（以下、図解『大鑑』コマ２５）
 【剣形】（けんぎょう）
４．１２【鑢】（やすり）：（『銘尽』コマ５―１２、『雲智明集』、図解『小泉１９３３』３９書影☆p．３８―３９）
 【筋違鑢】（大筋違鑢、小筋違鑢）『銘尽』（図解『大鑑』４６書影☆コマ２５）
 【切鑢】（大切鑢、小切鑢：『銘尽』）（図解『大鑑』コマ２５）
 【勝手下り】『雲智明集』【勝手上り】『雲智明集』
 【突掛鑢】（つっかけやすり）
 【流れ鑢】『銘尽』
 【檜垣鑢】『銘尽』、（図解『大鑑』コマ２５）
 【鷹羽鑢】『雲智明集』、（図解『大鑑』コマ２５）
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 【乱鑢】『雲智明集』
 【槌目】（図解『大鑑』コマ２５）
 【せんすき】（図解『大鑑』コマ２５）
 【化粧鑢】（図解『大鑑』コマ２５）
４．１３【彫物】（図解『小泉１９３３』３９書影☆p．４０―４１）
彫物については伊藤満氏『刀剣に見られる梵字彫物の研究：刀工と修験道の関係』（略称『伊
藤彫物』）６８書誌）に詳しい。
 【尊像】・【梵字】（【種子】）（例：〔役行者〕〔不動明王〕（例：《滝不動》や「不動明王種子：
カーン ha¯m」）〔大日如来〕〔阿弥陀如来〕〔薬師如来〕〔観世音菩薩〕〔文殊菩薩〕〔愛染明
王〕〔毘沙門天〕〔摩利支天〕等（『伊藤彫物』p．１６４―）
 【神祇】（名号：例「伊勢天照大神」／〔信国源式部丞〕）（『伊藤彫物』p．１６４―）
 【倶利迦羅】：剣巻龍（上り龍、下り龍等がある）で不動明王を表現（『伊藤彫物』p．１９１）
	 【剣】（『伊藤彫物』p．１７６）、【素剣に爪】（『伊藤彫物』p．１７８）、【三鈷柄剣】（『伊藤彫物』p．１８５））

 【護摩箸】：【修験道】における杖の象徴か（『伊藤彫物』p．２００―）
 【旗鉾】：【密教】祭壇を荘厳する【玉幡】を指すか（『伊藤彫物』p．２０７）、
 【鈷】（【護摩箸】に【爪】）：【密教】祭壇（『伊藤彫物』p．１８２）
 【金剛杵】（『伊藤彫物』p．）、【鍬形】：（『伊藤彫物』p．２１０）、組み合わせ（【天蓋】【梵字】
【鍬形】【蓮台】）（『伊藤彫物』p．２１６）
 その他【七星】、【菊】等
４．１４ 記述変遷事例：〔正宗〕または《不動正宗》
ここで、《不動正宗》に関する記述変遷を見てみよう。
 １３１６年起算の『銘尽』では、〔正宗〕の名が登場したばかりで流派のみある。
 １５９５年の『光徳刀絵図』では《不動正宗》について「御物 乃ほ里龍 長サ 八寸」と記し、
押形を描いている。
 １５９６年起算の『本朝古今銘尽』では《不動正宗》解説文はないが、〔正宗〕の簡略な特徴を
記す。
	 １６５３年奥書の『空中斎秘伝書』では《不動正宗》解説文はないが、〔正宗〕の詳細な特徴を
記す。
例：「板目なり樋をかくに横手筋より一寸程下にてかきとむるなり刃の事 本の刃を三重にや
く其少し上にひらき丁子つぼみをやく其上に扇刃をもやくなり其上にしま刃を錵（にえ）
にて焼くなり物打にふじ山と云ふ刃を焼くなり（後略）
と、かなり詳しく特徴を記している。

 １８１２年発行の〔水心子正秀〕『劍工秘傳志』２２書影☆）《不動正宗》解説文はない。問に答えてコ
マ５０で、以下のように正宗を解説している。「問：正宗の如くはなやかにして潤はしく且刀
味慥なるにあらず哉（中略）答：正宗のごとき花やかなる焼刃を成さんとするときは如何に
も火強に焼ざれば刃の模様錵匂十分にあらはれず（中略）。問：鎌倉正宗、郷義弘、粟田口
吉光を三作と号し（中略）答：吉光は誠に上作なり（中略）又適々模様を焼きたるは其錵い
かにもはぜやかにして、正宗義弘に替ることなし。（後略）」
 １８４６年発行の〔尾関永富〕撰『掌中古刀銘鑒』（略称：『雲智明集』）２４書誌）：各特長を種別し
て解説している。正宗が掲載されているのは以下のとおり。
「煮アル物 上作のニエハ細ニシテ 光アリ相州上作大和物等 上々正宗 郷義弘 貞宗
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（後略）」、「玉焼アル物 （中略） 正宗 貞宗（後略）」、「石ケアル物 （前略） 相州物 （後
略）」、「入札ノコタヘ：正宗十哲ハ互ニイヤ筋能候」（中略） 親子兄弟師弟ハ當同前（中略）」、
「位列 ― 吉光 正宗 義弘 ― 久国 国吉 国安 行平 貞宗 宗近 （後略）」、「二
筋樋 信國 正宗 貞宗 （後略）」等。
 １９０５年発行の〔本阿弥弥三郎〕著『刀剣鑑定秘訣．古刀編』：正宗個別項目あり（コマ９３）、
以下の通り
「正宗：正宗は、正応、建武頃の鍛工にして、岡崎五郎入道と云ふ。行光の子にして新藤
五國光の弟子なり。太刀姿幅廣く反少なく三棟にして真廣し。おろし深く、たまゝ庵棟のも
のもなきにあらず。切先の伸びたるも小切先のものもあり。鍛板目にしてさらりと麗しきも
のなり。地色は青くして紫に、且つきらあり。焼刃は亂刃、のたれ刃ありて、能く沸え、粗
くして稲妻、砂流しあり。大出来には、丁子を見るがごとく（中略） 抑も正宗は剣工の巨
ハクにして、これに匹敵するものなし（後略）」
 ２００９年〔佐野美術館〕編『短刀の美』p．５６―５７６９書誌）では、〔リコー〕と共同開発した【日本刀
撮像装置】（関係論文：上条直裕等（２０１２）７０書影△）による高精細画像と、〔田野邉道宏〕氏『名
品刀絵圖聚成』７１書誌）の【押形】引用により詳細な画像が閲覧できる。解説文は以下の通り。
「平造、三つ棟、わずかに先内向き、刃長・身幅尋常、ふくら枯れる。地文は板目つみ、
地沸つき、地景入る。刃文はのたれに耳形ごころの互の目、尖り互の目など交じり、匂ふか
く、沸つき洲流し・金筋かかる。鋩子は乱込み先尖りごころに返る。彫物は表の櫃中に不動
明王、裏には護摩箸。茎は生ぶ、先剣形、鑢目浅い勝手下がり、目釘孔一、表孔下中央に行
書体の二字銘。正宗は相模国新藤五国光の高弟（中略）不動明王の彫物は、桃山時代に本阿
弥光二（光悦の父）の好みにより、野間玄琢の祖父玄安（信長に仕え彫の名手）が彫ったと
伝えられている。（後略）」
 ２０１７年現在【国指定文化財等データベース】２全文）
「名称：短刀〈銘正宗（名物不動正宗）／〉｜ふりがな：たんとう〈めいまさむね（めいぶ
つふどうまさむね）｜
員数：一口｜種別：工芸品｜ 国：日本｜時代： 鎌倉｜年代：｜西暦：｜作者：正宗｜寸
法・重量： 身長：２４．９ 内反（㎝）｜品質・形状：平造、三つ棟、内反り、鍛小板目、
ところどころに黒く変りたる肌交じり地沸一面につく。刃文湾れに互の目交じり砂流しかか
り沸よくつき、物打上特にはげしく金筋稲妻かかる。帽子乱込み掃きかけ沸荒くつき金筋か
かり、裏尖って返る。棟焼あり。彫物表腰櫃の中ニ不動の浮き彫り、裏護摩箸。茎生ぶ、先
剣形、鑢目筋違、目釘孔一｜ト書：｜画賛・奥書・銘文等：中央に大きく二字｜伝来・その
他参考となるべき事項：｜指定番号（登録番号）：０１６７３｜枝番：００｜国宝・重文区分：重
要文化財｜重文指定年月日：１９５３．１１．１４（昭和２８．１１．１４）｜国宝指定年月日：｜追加年月日：
｜所在都道府県：愛知県｜所在地：徳川美術館 愛知県名古屋市東区徳川町１０１７｜保管施設
の名称：徳川美術館｜所有者名：公益財団法人徳川黎明会｜管理団体・管理責任者名：｜解
説文：相州正宗の作。正宗有銘確実のものは少なく、本短刀の銘は好資料である。享保名物
帳に記載されている不動正宗が本短刀である。」
以上や各典拠を見ると、次の傾向が分かる。
 『銘尽』の頃は【鑢目】と【茎尻】の形状に注意しているが詳細ではない。『銘尽』頃からの
鑑定用語が現在でも使用されている。（例：刀の形状部位；【棟】【中心】【区】【剣樋】、焼
刃（刃文）：【直刃】【乱れ焼刃】【足深く入る】【砂流し】等）。
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 承応二年（１６５３）〔本阿弥光甫〕の『空中斎秘伝書』から個別刀匠についての特徴が詳しく
なる。
 〔水心子正秀〕は秘伝の造刀を公開し、その観点から批評している。
 『雲智明集』は様々な特徴を区分けし、あてはまる刀工を記載した鑑刀に便利な書。【流派】
は『古刀銘尽大全』７２書影□）の誤りを訂正する目的で作成した書故に、詳しい。
 『日本刀大鑑』、『雲智明集』は詳細な流派を記しており、『銘鑑』所収の『古今銘尽』を併せ
て流派確定のデジタル典拠となる。
 『短刀の美』や【国指定文化財等データベース】等、現在の鑑定用語の記述は格段に精緻に
なっていることが分かる。
５ 終わりに：デジタルアーカイブ最新動向を見据えて
刀剣用語のシソーラスを作成するには、【流派】、【作品名】、【鑑定用語】の階層構造を明確に
する必要がある。それらを分析し記述する場合、デジタル典拠が最も重要になってくる。『国会
デジコレ』や『Google Books』、【東京大学史料編纂所データベース】７３全文）等のオープンな【書影】
や【全文】、あるいは、【e―国宝】や【文化遺産データベース】、【nihuINT統合検索システム】７４全文）
など国宝・重要文化財等の作品画像や解説を探せるデータベースなどで、刀剣分野のシソーラス
構築のためのデジタル典拠群が存在する。また、最新の国際画像共有フォーマット IIIF（解説：
永崎研宣氏「digitalnagasakiのブログ」２０１６年４月２８日）７５全文）により公開したデータが国際的に
共有できる。すなわち永崎氏によると「【IIIF Presentation API】７６全文）に沿った形式の【JSON】
（JavaScript Object Notation）７７全文）ファイルで画像ファイルの情報をサーバに置いておくとどこ
のどのビューワでも自由に表示できるし画像上に注釈を付けたりすることもできる」仕組みによ
り、複数国の複数オープンデータを一画面で比較したり、注釈したりできる。幸い、〔東京国立
博物館〕も「デジタルコンテンツ無償利用について」７８全文）でクリエイティブ・コモンズの「CC BY
―NC（表示・非営利）」にあたるライセンスとなった７９全文）。本稿も【学術機関リポジトリ】８０全文）で
オープンデータとなる。【ウィキペディア】は典拠の信頼性が最も重要視される。従って、本稿
の「デジタル典拠」群を起点として【ウィキペディア】の刀剣関連用語を記述すると、ウィキペ
ディアの多言語ウィキペディアンにより多国語版【日本刀】用語がいずれ構築され、世界の日本
文化発信へ貢献できる。現時点では「日本の雑誌論文を探す」【CiNii Articles】８１全文）に『刀剣美
術』の書誌情報さえ掲載されていない。本稿校正中に〔奈良文化財研究所〕の【全国遺跡報告総
覧 DB】８２全文）が【World Cat】と連携された。本稿が刀剣分野のデジタル典拠の起点として役立つ
ことを願って本稿を終える。
注
１ 筑波大学日本美術データベース作成委員会（１９９２―９６）が作成した「日本美術シソーラス：絵画編」全
文 URL：https : //www.tulips.tsukuba.ac.jp/jart/ がある。委員会は解散したが、筆写が工芸編を計画中
２ 文化庁【国指定文化財等データベース】（文化財 DB）全文
URL：http : //kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp
３ 公益財団法人〔日本美術刀剣保存協会〕の機関誌『刀剣美術』
URL：http : //www.touken.or.jp/jigyou/kikanshi.html
４ 国立文化財機構「e国宝」全文：URL：http : //www.emuseum.jp/
５ 「国会デジコレ」正式名【国立国会図書館デジタルコレクション】全文：URL：http : //dl.ndl.go.jp/
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６ 〔Internet Archive〕の【WayBach Machine】サービス全文 URL：https : //archive.org/web/
７ 〔宮内庁〕の【正倉院宝物検索】書影☆
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URL：http : //j−texts.com/sheet/msk.html
１１ 本間順治校閲、石井昌国著『日本刀銘鑑』雄山閣、２００３．７ 所蔵館：http : //157.1.42.1/ncid/BN 08622509
１２『銘尽』（『正和銘尽』）「国会デジコレ、１２８８３７１」書影☆URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1288371
１３『長享銘尽』「国会デジコレ、２５３９３４４」書影☆URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2539344
１４『往昔抄』「国会デジコレ、２４８３０６３」書影☆URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2483063
１５ 間宮光治「往昔抄についての一考察」（雑誌『刀剣と歴史』４１９）「国会デジコレ、７９０１１１３」書影☆
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１９ 黒庵著『解紛記』慶長十二年（１６０７）「国会デジコレ、２５５３０９１」書影☆
URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2553091
２０『刀剣古伝書』元和六年（１６２０）「国会デジコレ、２５４０９７８」書影☆
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２３『古今鍛冶備考見出』須原屋茂兵衛、天保六年（１８３５）増訂。「国会デジコレ書影☆」２５３６９６１
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URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1266631
中編、「国会デジコレ、１２６６６４４」、下編 書影☆
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URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/854200
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URL：https : //books.google.co.jp/books?id=DrpDV 5 MqjDYC&printsec=frontcover&vq=%E 5%88%80% E
5%89% A 3% E 5%9 B%B 3% E 8%80%83% E 3%80%80% E 6% A 0%97% E 5%8 E%9 F&hl=ja&source=gbs_ge_
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URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1116200
４５ 藤代義雄著『日本刀工辞典．新刀篇』藤代義雄、１９３８「国会デジコレ、１１１６１９１」書影☆
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１巻：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2475547 ２巻：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2475548
３巻：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2475549 ４巻：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2476644
５巻：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2475550 ６巻：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/2526253
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５４『元亀元年刀剣目利書』室町時代〔日本美術刀剣保存協会〕蔵：
URL：http : //www.touken.or.jp/museum/shiryo.html
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５９《十握劔｜とつかのつるぎ》黒坂勝美編『訓読日本書紀．上巻』岩波書店、１９４３、「国会デジコレ１９０４２６０
コマ１８」書影☆ URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1904260 に以下のようにある。「火神軻遇突智
（ひのかみかぐつち）の生るゝに至りて、其母伊弉冉尊（いざなみのみこと）焦かれて化去りましぬ。（中
略）遂に帯かせる十握劔を抜き、軻遇突智を斬りて三段に為したまひつ、（後略）」
６０《天叢雲劔｜あめのむらくものつるぎ》黒坂勝美編『訓読日本書紀．上巻』岩波書店、１９４３、「国会デジ
コレ１９０４２６０コマ３６」書影☆ URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1904260 に以下のようにある。「素
戔嗚尊（中略）十握劔を抜きて、其を寸に斬る。（中略）中に一劔あり、此れ所謂草薙劔なり、（草薙劔、
此をばクサナギノツルギと云ふ、一書に曰く、本の名は天叢雲劔（中略）日本武皇子に至りて、名を改め
て草薙劔と曰ふ）」コマ３７に「是を草薙劔と号づく（中略）熱田の祝部が掌りまつる神是なり」
６１《韓鋤劔｜おろちからさびのつるぎ》黒坂勝美編『訓読日本書紀．上巻』岩波書店、１９４３、国会デジ
コレ１９０４２６０ コマ３８」書影☆ URL：http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1904260 に以下のようにある。
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port』（２０１３） 所蔵館：http : //ci.nii.ac.jp/naid/40019958981
７１ 田野邉道宏『名品刀絵圖聚成』大塚工藝社、１９９９ 書誌：
http : //iss.ndl.go.jp/books/R 100000002−I 000002796032−00
７２ 菅原弘邦著『古刀銘尽大全』巻１―３，４―６，７―９ 寛政四年（１７９２）
URL : http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/1139940
７３【東京大学史料編纂所データベース検索】 URL：http : //wwwap.hi.u−tokyo.ac.jp/ships/ 古記録フルテ
キスト DB、古文書フルテキスト DB等３０を超える日本史関連データベース検索。また、「電子くずし字字
典 DB＋木簡画像データベース・木簡字典連想検索」など辞典類もある。
７４ 人間文化機構【nihuINT統合検索システム】
URL：http : //kyoyusvr.rekihaku.ac.jp/GlobalFinder/cgi/Start.exe 構成する「〔国立歴史民俗博物館〕、〔国
文学研究資料館〕、〔国立国語研究所〕、〔国立国会図書館〕、〔国際日本文化研究センター〕、〔総合地球環境
学研究所〕、〔国立民族学博物館〕、〔地域研究拠点〕、〔京都大学地域研究統合情報センター〕のデータベー
スを横断検索するシステム。
７５ 永崎研宣「digitalnagasakiのブログ：」
URL：http : //digitalnagasaki.hatenablog.com/entry/2016/04/28/192349
７６ Cyber Librarian訳「IIIF Image API２．１」
URL：http : //www.asahi−net.or.jp/~ax 2 s−kmtn/ref/iiif/apiimage 2.1.html
７７【JSON】（JavaScript Object Notation）json.org編「JSONの紹介」URL：http : //www.json.org/json−ja.html
７８〔東京国立博物館〕URL：http : //www.tnm.jp/modules/r_free_page/index.php?id=1841
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